
滋賀県社会福祉学会
第44回大会
開催案内
自由研究発表・実践報告／学会シンポジウム（えにしフォーラム）

●開催日　令和8年（２０２6年）2月２0日（金）
９：３０～１６：3０（９：００受付）　

●会　場　滋賀県立長寿社会福祉センター
（草津市笠山七丁目８番１３８号）

●定　員　300名

主 催　滋賀県社会福祉学会
（事務局/滋賀の縁創造実践センター　社会福祉法人滋賀県社会福祉協議会）

大会テーマ

ケアを支える地域福祉実践



大会テーマ ケアを支える地域福祉実践
1 趣　旨

　滋賀県社会福祉学会は昭和58年よりスタートし、県内の様々な分野の方々に参画いただきながら、滋賀
ならではの社会福祉の実践や不断（普段）の研究を共有し学び続ける場として創り上げてきました。
　滋賀ならではの福祉の価値を生み出してきた“滋賀の福祉人”の現場力を共有し、誰もが暮らしやすい未
来の福祉実践の創造へつなげる場として開催します。
　なお、第40回から、未来へとつながる現場での“実践”をより多くの方に知っていただくことを目的として、

「研究発表」に加え「実践報告」の場も設けています。

2 主　催
滋賀県社会福祉学会（事務局：滋賀の縁創造実践センター 社会福祉法人 滋賀県社会福祉協議会）

4 会　場
滋賀県立長寿社会福祉センター　（滋賀県草津市笠山七丁目８番138号）

6 参加対象
社会福祉従事者、医療・保健関係者、教育関係者、社会貢献に関心のある企業・団体関係者、ボランティア、 
地域福祉活動実践者、学生、その他福祉に関心のある方

7 参加費（資料冊子代）
一般参加者・発表参加者 �  1,000円
大学・短大・専門学校等学生、高校生以下 �  無　料

3 日　時

令和８年（2026年）２月20日（金）　９：30～1６：30（９：00受付）

滋賀県社会福祉学会 第44回大会のご案内

5 日　程
9：00～9：30 9：30～9：40 9：40～9：45 9：45～12：45 12：45～13：45 13：45～16：10 16：10～16：30

受　付 開会式
オリエンテーション

（各分科会）
自由研究発表 

実践報告
昼食休憩 シンポジウム

閉会式
（奨励賞発表）

※分科会により終了時間が異なります。

8 定　員
300名
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9

12 昼食
各自でご用意ください。

11 手話通訳等
＜午前のプログラム＞
自由研究発表・実践報告の時間帯（分科会）において、手話通訳、要約筆記等をご希望の場合は、申込み時に
その旨をご記入ください。

＜午後のプログラム＞
学会シンポジウム（えにしフォーラム）については、手話通訳、要約筆記を配置いたします。

・�この「プログラム」や当日配布する「学会要旨集」をご覧のうえ、各自が聞きたいと思う発表に自由に参加す
ることができます。

・�分科会間の移動は自由です。ただし、発表中の移動はご遠慮ください。

10 参加申込締切

令和８年（2026年）２月13日（金）

申込方法
事前申込制です。参加申込は、以下のいずれかの方法でお願いします。
　①右記申込フォーム（二次元コード）よりお申込みください。
　②�滋賀県社会福祉協議会のホームページ（http://www.shigashakyo.jp/）から申込書を

ダウンロードいただき、メールで「shiga-gakkai@shigashakyo.jp」あてに送付してく
ださい。

　③�別紙「一般参加申込書」に必要事項をご記入のうえ（FAX077-567-5160）に送信してください。

▲申込フォーム
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 ◦ 開会挨拶
 ◦ オリエンテーション

開会式・オリエンテーション （9:30～9:45）

　自由研究発表は、社会福祉関係者が日頃から行っている活動や他に先駆けて実施している取り組みなど実践
を通して得た発見や示唆を発表し、関係者みんなで学び・励まし合う貴重な場です。
　この場で発表・検討されたことがお互いの活動意欲と実践を高め、滋賀の社会福祉向上につながればと思いま
す。なお、本年度も、未来へとつながる現場での“実践”を、より多くの方に知っていただくことを目的として、実践
のご報告もいただきます。

１） 発表・報告時間　１題につき、発表・報告15分　質疑応答10分　　計25分

※各発表・報告の間には、インターバルを５分設けさせていただきます。
（第３発表と第４発表の間のみ10分）

３） 滋賀県社会福祉学会 奨励賞
　自由研究発表の中から「滋賀県社会福祉学会奨励賞」を選び、研究を奨励します。
　また、奨励賞に選ばれた発表は、研究誌『滋賀社会福祉研究』（令和８年度発行予定）に研究レポートを
掲載し、広く公表します。

４） 個人情報の保護
　発表のなかには、実際の事例等を取り上げたものが多くあります。事例は発表者が自らの研究成果を披
露し、討議することで、参加者と共に研鑽を図ろうという意味で提供されるものです。発表者および参加者
は、法令等に基づき、個人情報を保護してください。

自由研究発表・実践報告 （9:45～12:45）

分科会の詳細は５～６ページに掲載しています。

分科会 分　　　野 題　数

第１分科会 高齢者福祉① ５題

第２分科会 高齢者福祉②／包括的支援 ５題

第３分科会 障害児・者福祉 ６題

第４分科会 子ども・若者／災害支援 ６題

第５分科会 地域福祉 ６題

２） 自由研究発表・実践報告（分科会）分野及び題数　２8題

※分科会により終了時間が異なりますのでご留意ください。
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 ◦ 奨励賞発表

閉会式 （16:10～16:30）

　高齢や疾病、障害等により日常生活上の援助を必要とする人に対し、家族等の身近な人がおこなう世話や介護
は人生の中で誰もが携わり得るものであると同時に、社会の存立に欠かせない営みです。一方で、家庭内等でお
こなわれる世話や介護は社会から見えにくく、担い手が一人で抱え込み、社会から孤立したり、自身の望む生活や
人生を実現できない場合も少なくありません。
　本学会では、令和２年度以降複数の自治体で策定されているケアラー支援に関する条例等を踏まえ、上記の
ような世話や介護を「ケア」として表現し、すべてのケアラーが切れ目のない支援のもと安心して自分らしく生活
し、望む人生の実現を妨げられることのない社会を実現するために、今私たち一人一人ができることについて考
える機会とします。

学会シンポジウム（えにしフォーラム） （13:45～16:10）

大会テーマ ケアを支える地域福祉実践

【基調講演】

津止　正敏氏　（立命館大学 名誉教授）
　1953年、鹿児島県生まれ。立命館大学大学院社会学研究科修士課程修了。京都市社会福
祉協議会を経て、立命館大学産業社会学部教授。2009年３月に「男性介護者と支援者の全国
ネットワーク」を発足させ、代表を務める。著書に『男が介護する－家族のケアの実態と支援の
取り組み－』、『男性介護者白書－家族介護者支援への提言－』など。

伊東　愛氏　（草津市精神障害者家族会 ひまわりの会 会員）
　夫が統合失調症・薬物依存症・ギャンブル依存症。他界した父はアルコール依存症で、自身はアダル
トチャイルドを自認。夫の統合失調症による陽性症状に困り果てた際、滋賀県精神障害者家族会連合会
（鳰の会）を通じてひまわりの会を知り、2024年２月より繋がる。

大町　千恵氏　（will be smile～不登校から多様な学びを考える親の会＠大津 世話人）
　子どもの不登校をきっかけに、ホームエデュケーションで子どもを育てる。「友だちがほしい」という子
どもの声から、在宅不登校の親子を対象としたサークル活動〝びわフリ〟を、夫と共に立ち上げ。ニーズに
応じて、親の会〝will be smile〟や平日昼間の子ども食堂〝唐崎カピバラ食堂〟など、活動を広げてきた。

〝不登校〟という枠に囚われず、親も子もハッピーでいることを応援したい。

（進行）斎藤　真緒氏　（立命館大学 産業社会学部 教授）
　専門は家族社会学。「男性介護者と支援者の全国ネットワーク」運営委員。思春期保健相談士。（公財）
京都市ユースサービス協会の「子ども・若者ケアラー事例検討会」事業の発起人。「子ども・若者ケアラー
の声を届けようプロジェクト」発起人。

桐髙　とよみ氏　（特定非営利活動法人ぱんじー 甲賀・湖南権利擁護支援センター 所長）
　高齢者福祉施設でソーシャルワーカーとして従事しながら滋賀県社会福祉士会で成年後見活動や高
齢者・障害者虐待防止の活動を続けている。
　現在は、成年後見制度に限定することなく広く権利擁護に関わる相談支援、共生社会を目指した地域
づくりを行う。
　龍谷大学社会学部非常勤講師。全国権利擁護支援ネットワーク副代表。

【シンポジウム】
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域

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

～

【
実

践
報

告
】

（
地

域
福

祉
）

障
害

が
あ

っ
て

も
住

み
た

い
と

こ
ろ

で
住

み
続

け
ら

れ
る

地
域

へ
の

実
践

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
　

近
江

幸
楽

会
　

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

ほ
ほ

え
み

林
 直

美

【
発

表
者

】
社

会
福

祉
法

人
　

青
祥

会
　

介
護

老
人

保
健

施
設

　
長

浜
メ

デ
ィ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

川
瀬

 智
士

【
発

表
者

】
滋

賀
県

立
草

津
養

護
学

校

森
本

 晃
介

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 甲

南
会

増
澤

 典
子

【
報

告
者

】
一

般
社

団
法

人
 マ

ル
チ

ス
イ

ッ
チ

木
村

 寛
子
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第
4

発
表

（
１

１：
２

０
～

１
１：

４
５

）

【
実

践
報

告
】

（
高

齢
者

福
祉

）
私

は
今

、老
人

ホ
ー

ム
に

居
ま

す！
～

記
憶

障
害

だ
か

ら
何

？
　

R
O

法
の

効
果

と
リ

ハ
ー

サ
ル

の
力

～

【
実

践
報

告
】

（
高

齢
者

福
祉

）
福

祉
の

仕
事

を
な

り
た

い
職

業
ナ

ン
バ

ー
1

に
す

る
～

福
祉

の
キ

ラ
ビ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
二

期
生

の
挑

戦
～

【
実

践
報

告
】

（
障

害
児・

者
福

祉
）

甲
賀

・
湖

南
ひ

き
こ

も
り

支
援『

奏
-か

な
で

-』
に

お
け

る
活

動
の

成
果

と
課

題
～

令
和

２
年

度（
2

0
2

0
年

度
）か

ら
令

和
５

年
度（

2
0

2
3

年
度

）の
活

動
実

績
か

ら
～

【
実

践
報

告
】

（
子

ど
も・

若
者

）
「

好
き

」を
出

発
点

に
し

た
ア

プ
ロ

ー
チ

～
生

き
づ

ら
さ

の
あ

る
中

高
生

の
原

動
力

を
応

援
す

る
居

場
所

づ
く

り
～

【
実

践
報

告
】

（
地

域
福

祉
）

地
域

共
生

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
若

者
支

援
〜

い
つ

の
ま

に
や

ら
講

座
に

お
け

る
若

者
メ

ン
タ

ー
の

役
割

と
影

響
に

つ
い

て
〜

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 誠

光
福

祉
会

 え
ん

ゆ
う

の
郷

宮
嶋

 優
輝

【
報

告
者

】
滋

賀
県

老
人

福
祉

施
設

協
議

会

榎
原

 健
人

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 さ

わ
ら

び
福

祉
会

 支
援

セ
ン

タ
ー

　
こ

の
ゆ

び
と

ま
れ

　

澤
 慰

子

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 甲

賀
市

社
会

福
祉

協
議

会

久
保

 実
里

【
報

告
者

】
#い

つ
の

ま
に

や
ら

山
本

 尚
路

第
5

発
表

（
11

:5
0～

12
:１

5）

【
実

践
報

告
】

（
高

齢
者

福
祉

）
疾

患
理

解
に

基
づ

く
高

齢
者

の
個

別
ケ

ア
―

医
療

的
理

解
を

基
盤

と
し

た
介

護
職

の
ケ

ア
展

開
―

【
実

践
報

告
】

（
高

齢
者

福
祉

）
感

染
リ

ス
ク

を
低

減
さ

せ
る

施
設

の
試

み
　

入
所

セ
ット

レ
ン

タ
ル

開
始

【
実

践
報

告
】

（
障

害
児・

者
福

祉
）

入
所

施
設

に
よ

る
地

域
ケ

ア
を

支
え

る
福

祉
実

践
～

制
度

を
超

え
た

施
設

の
役

割
～

【
実

践
報

告
】

（
子

ど
も・

若
者

）
子

ど
も・

若
者・

家
庭

を
支

え
る

“第
３

の
居

場
所

”か
ら

始
ま

る
新

し
い

地
域

の
カ

タ
チ

～
笑

顔
と

ワ
ク

ワ
ク

で
つ

く
る

未
来

を
担

う
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
～

【
実

践
報

告
】

（
地

域
福

祉
）

社
会

教
育

活
動

で
地

域
づ

く
り

～
夢

の
学

習
は「

ゆ
り

か
ご

か
ら

墓
場

ま
で

」の
地

域
づ

く
り

に
貢

献！
～

【
報

告
者

】
医

療
法

人
社

団
　

昴
会

　
リ

ス
タ

あ
す

な
ろ

山
口

 勇
樹

【
報

告
者

】
介

護
老

人
保

健
施

設
 草

津
ケ

ア
セ

ン
タ

ー

米
原

 光
義

【
報

告
者

】
滋

賀
県

立
近

江
学

園

森
 一

洋

【
報

告
者

】
ぱ

れ
っ

と
し

が

奥
野

 ふ
じ

み

【
報

告
者

】
特

定
非

営
利

活
動

法
人

 地
域

で
創

る
土

曜
日

夢
の

学
習

摺
本

 圭
治

第
６

発
表

（
１

２：
２

０
～

１
２：

４
５

）

【
実

践
報

告
】

（
障

害
児・

者
福

祉
）

盲
ろ

う
者

へ
の

意
思

決
定

支
援

～
障

害
者

支
援

施
設

に
お

け
る

終
末

期
支

援
～

【
実

践
報

告
】

（
災

害
支

援
）

も
し

も
に

備
え

る
防

災
の

取
り

組
み

【
実

践
報

告
】

（
地

域
福

祉
）

防
災・

と
よ

く
に

子
ど

も
食

堂
―

防
災

を
学

び
、作

り
、食

べ
る

実
践

を
通

じ
た

地
域

交
流

と
支

え
合

い
の

促
進

―

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 近

江
ふ

る
さ

と
会

　
障

害
者

支
援

施
設

ふ
る

さ
と

道
明

 宏
美

【
報

告
者

】
社

会
福

祉
法

人
 米

原
市

社
会

福
祉

協
議

会
　

北
部

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

き
た

で
～

畑
野

 雅
俊

【
報

告
者

】
一

般
社

団
法

人
 ふ

れ
あ

い
ハ

ウ
ス

と
よ

く
に

 と
よ

く
に

子
ど

も
食

堂

中
村

 佳
子
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滋賀県社会福祉学会事務局
滋賀の縁創造実践センター
滋賀県社会福祉協議会　地域福祉課　地域福祉係

〒 525-0072  草津市笠山七丁目8番138号　県立長寿社会福祉センター内
電　話：077–567–3924　　ＦＡＸ：077–567–5160
e-mail：shiga-gakkai@shigashakyo.jp

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も左記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

令和７年度

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〈SJ24-10057より抜粋〉


